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回　覧

１月３１日、上揚区の初祓いがあった。上揚区の初祓いは毎年１月最後の日曜日に執り行

われる。 

 午前８時、上揚公民館に区民２０名が集まり準備にかかった。 

 毎年のことなので、それぞれが持ち場を心得ていて作業は手際よく進んだ。 

 矢竹を３０センチほどに切り分け、その先端に切れ目を入れ、神様と竈神（こうじん）様の御

幣に加え、玄関入口に貼るお札を挟み上揚区８０世帯分の御幣等を床の間に飾り、その手

前に米・鯛・野菜・果物・塩・酒・を御供えしたところで神事の準備が整った。 

 午前１０時、牛深八幡宮・田代神主が打つ軽やかな太鼓の音が響き、区民２５名ほどが見

守る前で厳粛に初祓い神事が始まった。 

修祓・降神の儀・清祓い・祝詞奏上では地区の平穏無事・五穀豊穣・無病息災に加えコロナ

禍の早期終息等も祈願して頂いた。 

 １０時３０分には神事は終了、例年だと、この後の直会が地区の親睦を深める楽しい時間

なのに今年はコロナ禍のため中止となったがやむを得ない。 

それでもやるべきことはやったとの充実感はみんなの表情から見て取れた。 

頂いたお札には「祈祷大祓 一天安全四海平定（大空も四方の海も穏やかでありますよ

うに）五穀能成万民豊楽（米・麦・粟・豆・黍が豊作となり万民が豊かで楽しくありますよう

に）」と書かれている。 

「早く以前の生活ができますように」と願いを込め我が家の玄関にお札を貼った。 
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今年度最後の講座です。皆さんの参加お待ちしています。 

くたま市民学級のご案内 
３月１０日（水） 午前１０時～ 

演 題：「天草五人衆と天草の中世を知ろう！」 
戦国時代天草を治めた天草五人衆の魅力や、 
身近な城跡について、わかりやすく説明して頂きます。 
歴史を学んで新たな学習をしましょう。 

上
揚
公
民
館
前
の
小
学
校
駐
車
場
の
端
に
２
ケ
所
地
蔵
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

高
さ
は
台
座
を
含
む
と
優
に
２
メ
ー
ト
ル
を
超
し
、
お
顔
は
凛
々
し
く
優
し
さ
が
あ
ふ
れ
、

台
座
に
は
「萬
霊
」と
彫
ら
れ
て
い
る
。
隣
り
に
子
供
の
地
蔵
様
が
ち
ょ
こ
ん
と
座
し
て
い
る

の
が
微
笑
ま
し
い
。 

も
う
1
ケ
所
は
、
め
が
ね
橋
（寺
橋
）の
登
り
口
に
あ
る
地
蔵
様
。
台
座
に
は
「南
無
地
蔵

大
菩
薩
」と
彫
っ
て
あ
る
。 

 
い
つ
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
前
の
道
が
参
道
の
た
め
無
量
寺
が
通
行
の

安
全
を
願
っ
て
建
て
た
と
推
測
さ
れ
る
。
今
は
通
学
す
る
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
。 

 

赤
い
帽
子
と
前
掛
け
は
、
毎
年
暮
れ
に
山
本
藤
子
さ
ん
が
新
調
し
、
供
花
は
川
邉
さ
つ
子

さ
ん
が
枯
れ
る
こ
と
な
く
替
え
て
く
れ
て
い
て
、
癒
し
の
地
蔵
様
と
な
っ
て
い
る
。 

 

子
供
の
頃
（六
十
年
ほ
ど
前
）忌
明
（四
十
九
日
）に
は
餅
を
墓
に
御
供
え
す
る
風
習
が
あ

っ
た
。 

そ
の
時
、
地
蔵
様
に
も
お
参
り
し
、
餅
を
御
供
え
す
る
人
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
と
、
友
達

と
競
っ
て
も
ら
い
に
走
っ
た
懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
る
。 

市では生活習慣病予防や体力の維持・向上のため、健康運動教室を開催しています。 

今回、体験教室と説明会を以下のとおり開催いたします。 

健康づくりに興味のある方・運動を始めたい方は是非ご参加ください。 

 

 

 


